






�

信　

雑
草
と
闘
う
日
々
や
ホ
ト
ト
ギ
ス

こ
の
頃
は
セ
ミ
の
鳴
き
声
懐
し
き

�

都　

気
が
付
け
ば
我
が
八
十
路
の
声
と
な
り

球
児
等
の
熱
き
戦
い
丸
刈
り
に

�

味
代
子

短
夜
の
明
け
る
障
子
の
白
さ
か
な

川
柳
を
笑
え
ぬ
体
走
り
梅
雨

�

真
理
子

な
に
も
な
き
一
日
終
わ
り
夕
焼
け
雲

逝
き
し
友
植
え
し
水
仙
道
飾
る

�

睦　

子

散
歩
道
木
々
に
飛
び
交
う
蝉
時
雨

初
採
り
の
か
ぼ
ち
ゃ
煮
付
け
て
友
と
食
べ

�

尚　

幸

戌い
ぬ

の
刻こ

く

田
圃
は
蛍
乱
舞
す
る

夕
闇
に
鍬
形
虫
の
寄
る
樹
液

�

理
恵
子

サ
ル
ビ
ア
の
花
に
誘
わ
れ
道
歩
く

歌
碑
を
見
る
広
報
無
線
熊
出
没

�

恒　

夫

梅
雨
晴
や
村
に
久
し
き
稚や

や

の
声

星
の
夜
の
光
の
中
の
初
蛍

�

一　

恵

孫
が
言
う
只
見
の
水
は
冷
た
い
ね

蝶
生
る
義は

母は

は
口
数
す
く
な
く
て

�

修　

一

人
生
を
今
問
い
返
す
ラ
ム
ネ
か
な

学
ぶ
こ
と
諦
め
き
れ
ず
夏
の
夕

�

目
黒　

富
子

わ
が
問
ひ
に
自
分
で
考
へ
な
と
男
の
子
言
ふ
姿
の
頭
が
よ
く
な
る
か
ら
と

�

関
谷
登
美
子

長
年
の
わ
が
通
り
道
自
転
車
で
時
流
れ
行
き
押
し
車
な
り

�

立
花　

奏
音

ち
り
ち
り
と
線
香
花
火
玉
ゆ
ら
ぎ
落
つ
な
と
願
ふ
息
子
の
ま
な
こ
よ

�

新
国
由
紀
子

お
は
や
ふ
の
一
言
を
聞
き
サ
ッ
カ
ー
の
結
果
が
判
る
と
孫
の
言
ひ
た
り

�

渡
部
ヨ
リ
子

亡
き
姑は
は

の
作
り
し
狸
の
紙
細
工
目
の
表
情
に
一
人
微
笑
む

町
民
文
芸

只
見
短
歌
会　
令
和
八
年
七
月
詠
草

只
見
俳
句
会　
七
月
定
例
会
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電話番号

税

今
月
の
納
期

８
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

総務企画課
　総務係　企画係　財政係
� ☎ 82-5210
自然首都推進室（ただみ・ブナ
と川のミュージアム）
� ☎ 82-5963
� FAX 72-8356
町民生活課
　町民税務係� ☎ 82-5110
　生活安全係� ☎ 82-5100
保健福祉課
　保　健　係� ☎ 84-7005
　福　祉　係
　成年後見センター
� ☎ 84-7010
農林建設課
　農　林　係� ☎ 82-5230
　建　設　係� ☎ 82-5270
交流推進課
　観光交流係　商工労働係
� ☎ 82-5240
会　計　室� ☎ 82-5120
只見保育所� ☎ 82-2219
認定こども園� ☎ 84-2038
明和保育所� ☎ 86-2249
朝日診療所� ☎ 84-2221
（歯科）� ☎ 84-2612
こぶし苑� ☎ 84-2101
只見公民館� ☎ 82-2141
朝日公民館� ☎ 84-2111
明和公民館� ☎ 86-2111
教育委員会� ☎ 82-5320
学校給食センター� ☎ 84-7180
議会事務局� ☎ 82-5300
農業委員会� ☎ 82-5230

●
町
県
民
税
（
２
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
２
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
８
月
分
）

試
　
験

お
知
ら
せ

令
和
９
年
度
社
会
福
祉
法
人

南
会
津
会
職
員
採
用
試
験

申込フォームは
こちら

「
第
19
回
南
会
津
救
急
フ
ェ
ア
」

開
催

一
、
採
用
予
定
職
種
及
び

　
　
採
用
予
定
人
員

【
看
護
職
員
】
３
名
程
度　
　

【
介
護
職
員
】
５
名
程
度

二
、
受
験
資
格

　

次
の
各
項
目
に
該
当
す
る
こ
と
を

必
要
と
し
ま
す
。

①
普
通
自
動
車
一
種
免
許
取
得
者
又

は
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
者

②
令
和
９
年
４
月
１
日
現
在　

60
歳

未
満
の
者

③
次
の
資
格
を
有
す
る
者
、
ま
た
は

令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得

見
込
の
者

【
看
護
職
員
】
看
護
師
又
は

准
看
護
師
免
許

【
介
護
職
員
】
特
に
な
し

※
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

①
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

②
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者

三
、
試
験
の
日
時
及
び
場
所

▽
日
時

　

令
和
８
年
９
月
27
日（
日
）

　

午
前
10
時

（
受
付
は
９
時
30
分
～
）

▽
場
所

南
会
津
郡
南
会
津
町
田
島
字
後
原

甲
３
５
８
６
－
１

南
会
津
町
田
島
あ
た
ご
館

３
階
大
ホ
ー
ル
・
研
修
室

四
、
試
験
方
法

　

作
文
試
験
、
面
接
試
験

五
、
試
験
結
果
の
発
表

　

10
月
上
旬
に
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

六
、
採
用
予
定
日

　

令
和
９
年
４
月
１
日

七
、
受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

▽
申
込
用
紙
の
受
付
及
び
請
求

　

申
込
用
紙
は
、
南
会
津
会
の
施
設

等
で
交
付
し
ま
す
。
な
お
、
郵
便
に

よ
り
申
込
用
紙
を
請
求
す
る
場
合

は
、
封
筒
の
表
に
「
試
験
申
込
用
紙

請
求
」
を
朱
書
き
し
、
返
信
用
の
１

４
０
円
切
手
を
同
封
し
返
信
先
の
住

所
等
を
明
記
の
上
、
社
会
福
祉
法
人

南
会
津
会
本
部
事
務
局
へ
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

○
申
込
用
紙
交
付
施
設
等

　

社
会
福
祉
法
人
南
会
津
会
本
部
事

務
局
、各
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム（
下

郷
・
伊
南
・
田
島
・
南
郷
・
只
見
）、

只
見
町
介
護
老
人
保
健
施
設
こ
ぶ
し

苑
、
南
会
津
町
舘
岩
高
齢
者
生
活
福

祉
セ
ン
タ
ー
高
夕

※
南
会
津
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
申
込
受
付
期
間

　

令
和
８
年
９
月
11
日
（
金
）
ま
で
。

八
、
問
合
せ
先

南
会
津
郡
南
会
津
町
永
田
字
風
下

３
－
１

社
会
福
祉
法
人
南
会
津
会　

本
部

事
務
局

☎
０
２
４
１
－
63
－
１
１
１
８

　
「
救
急
の
日
」
及
び
「
救
急
医
療
週

間
」
に
あ
た
り
、
救
急
に
関
す
る
講

演
や
心
肺
蘇
生
法
な
ど
の
応
急
手
当

講
習
を
受
講
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

ま
た
、
消
防
車
両
の
展
示
や
起
震

車
に
よ
る
地
震
体
験
な
ど
、
当
日
来

場
者
も
楽
し
め
る
ブ
ー
ス
を
用
意
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

令
和
８
年
９
月
５
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分

（
受
付
は
９
時
～
）

【
場
所
】

南
会
津
消
防
本
部
（
駐
車
場
有
）

南
会
津
町
田
島
字
西
上
川
原
乙
65

番
地　

【
参
加
料
】
無
料

※
応
急
手
当
講
習
会
は
当
日
申
込
も

可
能
で
す
が
、
人
数
制
限
が
あ
る

た
め
、
事
前
申
込
を
お
勧
め
し
ま

す
。
事
前
申
込
い
た
だ
い
た
方
に

は
粗
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

【
申
込
】

　

講
習
受
講
を
希
望
の
方
は
、
電
話

又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

二
次
元
コ
ー
ド
の
い
ず
れ
か
で
「
氏

名
・
年
齢
・
連
絡
先
」
を
記
載
の
上
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
：fd-honbu-kyukyu@

m
inam

iaizu-kouiki.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
４
１
－
63
－
３
１
１
５

●
お
問
合
せ
先

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

消
防
本
部　

警
防
課　

救
急
係

☎
０
２
４
１
－
63
－
３
１
１
６
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会津版「図柄ナンバープレート」を導入します
　会津地域の17市町村では、会津地域の魅力
を広く発信し、観光振興や地域イメージの向上
につなげるため、自動車用の「会津版図柄ナン
バープレート」 を導入します。
　図柄ナンバープレートは、地域の風景や観光
資源を図柄として取り入れ、地域の魅力を全国
に発信することを目的としています。
　ナンバープレートに使用する図柄デザインは、
令和８年８月１４日（金）～１０月１５日（木）に
かけて公募を行う予定です。
　応募方法等の詳細はホームページ上でお知ら
せします。

●お問合せ先
　只見町役場　総務企画課企画係
　☎０２４１−８２−５２１０
　会津総合開発協議会　事務局　
　☎０２４２−２４−６３１２

会津ナンバー
特設ホームページはこちら

 「今年のクマの出没は……」
� 只見町猟友会会長　深津　和

かず

枝
え

鳥獣被害対策の現場から

　ツキノワグマは雪が消えてから迎える新緑の季節に柔らかな新芽を食べます。６月になり次第に
芽が硬くなると、次はちょうど食べ頃を迎えるクワの実やヤマザクラの実を食べるようになりま
す。里山にはそれらがいっぱいになっているので、クマが求めて山から降りてきて、目撃が多くな
りました。
　クワやヤマザクラが終わった頃に、クマはウワミズザクラ（アンニンゴ）、団子さしにも使うミズ
キ、バライチゴの実などを探すようになります。他にもヤマバチ（ニホンミツバチ）、ツチバチやク
ロスズメバチ、アリやシロアリ等々、クマは何でも食べているようです。
　この季節は食料が不足しているので、エサを求めて人家近くまで来てゴミをあさったり、米ぬか
に引きつけられて畑に入ったり、果樹なども食べたりしています。人が住む場所にクマを近づけな
いよう注意が必要です。
　ですがお盆過ぎ、山の木の実が食べられるようになれば、また山へ帰っていくことと思います。
特に今年はブナが豊作の年。このまま順調に実が入れば、クマにとっても平和な秋になることで
しょう。
　今夏、猛暑と水不足にならないことを祈りつつ……

◯鳥獣被害対策に取り組む只見町猟友会から、現場の声をお届けします。
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水道・農業集落排水 使用料金が上がります
　町の簡易水道及び農業集落排水の使用料金について、下記のとおり改正します。近年の物価高
騰等の影響により、水道施設運営・事業維持に支障をきたすことが予想され、現行の使用料では
運営経費を賄うことが困難な状況となっています。
　引き続き、適切な水道施設の維持管理、計画的な設備更新を図ってまいりますので、ご理解と
ご協力をよろしくお願いいたします。

農業集落排水使用料（円）水道使用料（円）

●お問合せ先　町民生活課生活安全係　☎０２４１−８２−５１００

新料金（令和8年12月請求分より適用）

項目 現行 改定後 差額

基本料金
（月額） 1200円 1700円 500円

超過料金
（ｍ３） 150円 200円 50円

項目 現行 改定後 差額

基本料金
（月額） 2200円 2500円 300円

超過料金
（ｍ３） 220円 250円 30円
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※
編
集
時
点
に
お
い
て
の
開
催
予
定
に
な
り
ま
す
。

　
詳
細
は
各
問
合
せ
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

只見町商工会
連携企画

た
だ
み
の
今
を
支
え
る
人
た
ちさん

株
式
会
社
新
国
農
園　
代
表
取
締
役　

新
國
真
也

８
月
下
旬
～
９
月

イ
ベ
ン
ト
情
報

○
株
式
会
社
新
国
農
園

住
所
：
只
見
町
只
見
字
沖
１
４
１
４

TEL
：
０
８
０
―

５
５
７
６
―

４
１
９
７

　
平
成
30
年
に
農
業
法
人
と
し
て
誕
生
し

た
「
株
式
会
社
新
国
農
園
」。
今
回
は
、

代
表
取
締
役
の
新
國
真
也
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

─
会
社
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

「
８
人
の
従
業
員
と
、
ト
マ
ト
や
米
な
ど

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
米
菓
子
や
米
麺
な

ど
米
を
使
っ
た
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
の
加
工

品
も
作
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
３
匹
の
元

気
な
ヒ
ツ
ジ
を
飼
っ
て
い
ま
す
」 

─
会
社
を
立
ち
上
げ
た
原
点
は
？

「
父
が
稲
作
を
し
て
い
て
、
私
は
平
成
９

年
か
ら
ト
マ
ト
作
り
を
始
め
ま
し
た
。
父

は
耕
作
放
棄
地
を
増
や
さ
ず
、
地
域
を
守

り
た
い
と
の
思
い
で
稲
作
に
励
ん
で
い
ま

し
た
。
当
時
の
私
は
、
手
間
の
か
か
る
ト

マ
ト
に
加
え
、
米
も
作
る
こ
と
は
考
え
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

で
す
が
、
父
が
他
界
し
た
こ
と
で
、
父

の
理
念
を
継
承
し
た
い
と
思
い
始
め
、
米

作
り
も
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
ト
マ
ト
と
違

い
、
稲
作
は
そ
の
土
地
を
守
っ
て
い
く
覚

悟
も
必
要
で
す
。
引
き
受
け
て
拡
大
し
て

い
く
農
地
を
こ
れ
か
ら
も
引
き
継
げ
る
よ

う
に
と
思
い
、
法
人
化
し
ま
し
た
。
会
社

の
理
念
は
『
農
地
を
守
り
、
地
域
を
維
持
・

発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
』
で
す
」

─
ど
ん
な
思
い
で
仕
事
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
？

「
農
業
は
地
域
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
只
見
で
農
業
を
す
る
上
で
、
こ
の
地

で
生
き
て
い
く
覚
悟
と
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
会
社
と
し
て
、
私
の
家
族
と
社

員
の
家
族
の
幸
せ
を
継
続
さ
せ
て
い
く
た

め
に
は
、
教
育
・
医
療
・
住
ま
い
の
３
本

柱
が
充
実
し
て
い
て
、
地
域
が
盤
石
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
を
持
続
さ
せ
な
い
と
、
農
業
機
械

や
設
備
な
ど
に
投
資
は
で
き
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
こ
そ
会
社
を
や
る
と
い
う
こ
と
は
、

地
域
を
持
続
さ
せ
る
た
め
の
働
き
か
け
も

し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
・
運
営
し
た
り
、
地
域
の
行
事

に
参
加
し
た
り
、
学
校
と
協
力
し
た
り
。

会
社
と
し
て
地
域
の
子
ど
も
た
ち
や
若
者

が
活
気
づ
く
こ
と
に
時
間
を
使
い
、
率
先

し
て
行
動
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
」

─
こ
れ
か
ら
の
展
望
を

教
え
て
く
だ
さ
い

「
育
て
た
農
産
物
を
使
っ
た
料
理
で
、
安

く
て
み
ん
な
が
お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
れ
る

地
域
密
着
型
の
飲
食
店
を
開
き
た
い
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
ヒ
ツ
ジ
を
軸
に
牧
場
の
よ

う
に
開
か
れ
た
場
所
を
作
り
た
い
で
す
。

週
末
は
若
い
家
族
に
来
て
も
ら
っ
て
、
動

物
と
触
れ
合
っ
て
、
ま
ち
湯
に
入
っ
て
楽

し
い
１
日
を
過
ご
せ
る
。
月
に
一
度
で
も
、

そ
ん
な
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

子
育
て
や
教
育
で
、
只
見
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
も
の
は
あ
り
ま
す
し
、
人
口
が
Ｖ

字
回
復
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
農
業
を
基
盤
に
『
地
域
の
発
展
を

担
う
』
会
社
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」

８
月
29
日（
土
）

「
民
話
茶
屋
」　

　
只
見
町
で
語
り
継
が
れ
て
き
た
昔
ば
な
し
を
只
見
町
昔

ば
な
し
の
会
の
方
々
が
只
見
弁
で
語
り
ま
す
。

【
時
間
】
午
前
10
時
30
分
～

【
場
所
】
た
だ
み
・
モ
ノ
と
く
ら
し
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　

い
ろ
り
の
間

【
問
合
せ
先
】
た
だ
み
・
モ
ノ
と
く
ら
し
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

�

（
℡
０
２
４
１
︱

86
︱

２
１
７
５
）

9
月
12
日（
土
）

カ
ヤ
ッ
ク
体
験 

田
子
倉
湖

　
雄
大
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
田
子
倉
湖
上
で
カ
ヤ
ッ
ク
を

満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

船
上
か
ら
の
景
色
を
楽
し
め
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

只
見
町
と
株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
の
共
催
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

で
す
。

【
時
間
】
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

【
場
所
】
奥
会
津
た
だ
み
の
森
キ
ャ
ン
プ
場

　
　
　
（
集
合
・
解
散
）

【
申
込
】
二
次
元
コ
ー
ド
先
の
サ
イ
ト
で
イ
ベ
ン
ト
詳
細
を

ご
確
認
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
只
見
町
交
流
推
進
課

�

（
℡
０
２
４
１
︱

82
︱

５
２
４
０
）

▲新國さん（後列左から３人目）と従業員の皆さん

イベント詳細・
申込はこちら　
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町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

あ
と
が
き

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

▽
絵
が
持
つ
力
。
吉
田
瑠
美
さ
ん
が

描
い
た
壁
画
の
前
に
立
つ
度
に
感
じ

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と
下
地
を
塗
っ

た
初
日
の
午
後
に
は
、
す
で
に
只
見

の
風
景
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
最
終
日
ま
で
ひ
た
す

ら
描
き
込
み
続
け
ま
し
た
。
今
は
、

絵
が
本
当
に
完
成
す
る
日
が
待
ち
遠

し
い
で
す
。

▽
間
近
で
見
る
と
感
動
す
る
ほ
ど
素

晴
ら
し
い
壁
画
。
只
見
駅
か
ら
会
津

蒲
生
駅
、
会
津
塩
沢
駅
と
、
壁
画
を

鑑
賞
し
に
巡
っ
て
み
る
の
も
面
白
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。�

（
滝
沢
）

（6月26日～7月25日届出分）敬称略

転入　１３　転出　９　出生　１　死亡　５

令和８年７月１日現在
人　　口　３，３７０（±０）
　 男 　　１，６８５（±０）
　 女 　　１，６８５（±０）
世 帯 数　１，４６３（＋６）
高齢化率　　　　４８．４％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

★ブティック

★自由研究もエコで楽しく！
ペットボトル・牛乳パックの
かんたん工作　新装版

� 【著】池井戸　潤（ダイヤモンド社）

【著】くるくるリサイクル工作研究会
� （メイツユニバーサルコンテンツ）

　「君、銀行辞めて、どう
するの？」入行３年目、エ
リート街道を歩んでいた雨
宮秋都は、ある案件をきっ
かけに、理不尽な戦力外通
告を受けてしまう。退職を
決意した秋都が見つけた、
新たな希望とは―？暗夜を
照らす星になれ！
　大企業から街の小さな店

　毎日見る、牛乳パックや
ペットボトルという、どの
家にもある素材を使って、
誰でもできそうな超簡単な
工作の工夫、ちょっとした
アイディア、ヒントがいっ
ぱいです。
　「カッコいい」「かわいい」
がいっぱい！身近な素材で
できる３９作品。遊べる！

まで、働く人々の想いとスリリングな買収劇を
描く、一気読み必至の爽快エンタメです。

使える！自分らしさを加えて宿題もバッチリの
一冊です。

■おくやみ申し上げます
酒　井　アイシ　　96歳　　只　見
飯　塚　辰　夫　　88歳　　坂　田
目　黒　　　勉　　97歳　　只　見
山　㟢　 　章　　76歳　　楢　戸
渡　部　公　一　　76歳　　小　林
山　内　澄　枝　　90歳　　二軒在家
五十嵐　辰　男　　86歳　　只　見
梁　取　ヤヨエ　102歳　　坂　田
吉　津　龍　一　　88歳　　黒　谷

明和公民館

図書紹介
明和公民館図書室

☎86－2111

☆明和公民館ではリクエストも随時受付していますので、
ぜひご利用ください。
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※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

■発行／只見町　〒968-0421 福島県南会津郡只見町大字只見字町下2591-30
■編集／総務企画課総務係　https://www.town.tadami.lg. jp/　☎ 0241（82）5210

℡ 0241（72）8355

只見町ブナセンター通信
Vol. 17

ユネスコエコパーク、
自然首都・只見にふさわしい
国道289号八十里越の開通のために 

土砂置き場の植生回復状況調査 渓流の水生生物調査

　令和９年夏、国道289号八十里越が暫定開通する予定です。この開通は、多くの町民の
方が期待されてきたものであり、只見町のインフラ環境や経済環境が大きく変化する出来事
になるでしょう。一方で、この八十里越の自然は、今の只見町のブランドを語る上で欠かせ
ない場所でもあります。
　平成19年、八十里越のブナ林を舞台に「こどもブナサミット」が開催され、当時のこど
もたちによりこの只見の豊かな自然を次世代に引き継いでいくという「『自然首都・只見』
宣言」が行われました。この宣言をきっかけに只見町は自然首都・只見としてのブランド化
を進め、平成26年にはユネスコエコパークの登録を実現しています。つまり、今の只見
町のブランドは八十里越の自然から始まったと言っても間違いありません。
　八十里越の自然を貫くように開通する国道289号八十里越ですが、開通にあたっての課
題がないわけではありません。道路利用する人の出入りによる道路周辺の自然環境や野生動
植物、地域の住民による山菜・キノコの採集などの入会慣行などへの影響、不法投棄、不法
遊漁なども懸念されます。「自然首都・只見」のブランドを守るためにもそのような事態は
ぜひ避けたいものです。
　只見町ブナセンターでは今年度から八十里越総合学術調査を開始し、道路開通前の八十里
越の自然環境や野生動植物の状況の把握に乗り出しました。この開通前の調査とあわせて開
通後の調査も実施し、開通前後の状況を比較することで、道路開通による八十里越への影響
を把握し、適切な保全策を検討、実施していくことを狙っています。
　八十里越の自然を守ることは、只見町の20年近くの間で築き上げてきたブランドを守る
ことであり、その実現は只見町のブランド価値のさらなる向上につながることでしょう。

只見町ブナセンターからのお知らせ
企画展「アリからクマまで－タネをまく動物」
期間：４月４日（土）～１１月30日（月）　　場所：ただみ・ブナと川のミュージアム
内容：自ら動くことができない植物は、動物の力を借りてタネを遠くに移動させ、子孫を

残してきました。本企画展では、その仕組みなどについて、全国の研究者が解説し
ます。また、大人から子供まで楽しく理解できるよう工夫をしましたので、ぜひ見
学にお越しください。
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⃝空き家管理
⃝ふるさと納税
⃝U・Iターン情報

月号

広報

別 冊

⃝帰省された皆さんにもご覧いただけるよう、別冊で発行いたしました。
⃝掲載されている支援制度などのご活用を検討される方は、担当課までご連絡をお願いいたします。

特集

2026
8
令和8年8月10日



空き家の管理をお願いします
空き家の管理は所有者（管理者）の責務です！

　空き家を放置しておくと、安全面や衛生面で周囲に迷惑をかけてしまうことがあります。
　雪等の影響で家屋の痛みが進んでいることが考えられるため、適切な管理が必要です。
　また、事故が起きた際などに損害賠償をもとめられることもあります。
　ここでは、空き家の適正管理について、町の制度を紹介します。

空き家の解体や利活用をお考えの方に、家財道具の処分や住宅清掃に係る費用の一部を助成します。
補助内容：処分・清掃費用の1/2（上限20万円）

空き家所有者から情報提供を受けた物件を登録し、町ホームページ等で利用希望者に紹介する制度です。
※物件調査により登録ができない場合もあります。また、町は交渉・契約に関する媒介は行いません。
登録の流れ
申込➡町担当者による現地調査➡ バンク登録 ➡希望者見学➡交渉の申込通知➡交渉・契約

空き家を改修し居住したい方向けの支援制度です。
補助内容：改修費用の1/2（上限150万円）
加 算 金：次の①～③に該当される方は各10万円の加算があります。
　　　　　①町外からの移住者、②空き家バンク登録物件の改修、③子育て世代（上限30万円）

空き家を解体する際の解体費用の補助を受けることができます。
補助内容：解体費用の2/3（上限30万円）
加 算 金：空き家解体後の更地（宅地）を「空き地バンク」に登録する場合は10万円の加算があります。

※各制度を活用するためには事前申請が必要です。まずは町HPで制度を
ご確認いただくか、交流推進課までお問い合わせください。

空き家の家財整理が必要な場合

解体するのはもったいない、できれば誰かに使ってほしい場合

空き家をリフォームして活用したい場合

空き家の管理ができない、今後活用する予定もない場合

❹「家財処分費等補助金」

❷「町の空き家・空き地バンク制度」

❸「空き家改修事業補助金」

❶「空き家等解体工事補助金」

空き家問題は、現在空き家を抱えている
人だけの問題ではありません！　　　　

問合せ先 　交流推進課観光交流係
☎0241-82-5240

利活用可能な
空き家募集中です



　只見町では、ふるさと納税制度を活用した「自然首都・只見」応援基金への寄附金を受付けています。
この制度は、只見町が目指す「まちづくり」にご賛同いただいた皆さまから寄附という形で応援いただき、
「人と自然の共生」を目指したまちづくりを推進するものです。
　町外にお住まいの只見町出身の方や、町外から只見町を応援したい！という方であれば、どなたでも寄
附することができます。

⃝町外にお住まいでも只見町の「まちづくり」へ参加できます！

⃝ふるさと納税の魅力

⃝寄附の手順

寄附金の使い道を指定することができ
ます。
只見町では、ＪＲ只見線の利用促進など
大きく５つの使い道を指定できます。

控除上限額内（※）で寄附を行うと、合計
寄附額から2,000円を引いた額につ
いて、所得税の還付・住民税の控除を受
けることができます。
※収入や家族構成により異なります。

寄附をいただいた方へ、只見町の産品を
お礼の品としてお届けしています。
魅力的な特産品がたくさん！
※写真はイメージです。

次のサイトにアクセスしてお申込みください。

只見町ふるさと納税のサイトに
アクセス（右の６つのサイトが
あります）

確定申告（翌年2月中旬～3月中旬）
ワンストップ特例制度
申請書送付（翌年1月10日必着）

寄附額、返礼品、寄附金の使い
道を選択する

お礼の品や寄附受領証明書が届
きます

所得税還付・住民税控除

※控除について、詳しくは総務省ふるさと納税ポ
ータルサイトをご確認ください。
※インターネット申込み以外をご利用の方は下記
までお問合せください。

ふるさと納税しませんか？

お礼の品がもらえる! 税金が控除される!
寄附金の使い道は

只見線の応援も指定できます!
2022.10.1

只見線全線運転再開!

問合せ先 　交流推進課商工労働係
☎0241-82-5240



只見町へ 戻ってきませんか？
移住しませんか？

　只見町では、Ｕ・Ｉターンされる方に対して、様々な制度があります。この機会に自然と
共生する生活を考えてみませんか。

⃝Ｕ・Ｉターンの気になる質問（只見町ＨＰの定住ガイドブックや　　
冬の暮らしガイドブックもご覧下さい）

住まいの質問 暮らしの質問 子育ての質問
居住の紹介は
ありますか？

雪はどのくらい
降りますか？

子どもを預ける場所は
ありますか？

町では、空き家・空き家バンク
制度により、物件の紹介を行っ
ています。各種町営住宅もあり
ます。物件の概要や詳細はホー
ムページからご覧いただけます。

降雪期の最深積雪は、２ｍ前後
となる場所もありますが、生活
圏の道路は除雪車により除雪し
ます。町内にはスキー場がある
ので、ウィンタースポーツが楽
しめます。また、毎年２月には
雪まつりが開催されます。

町内に認定こども園と保育所が
あります。全ての入所児童の保
育料が無料です。
また、小学生を対象に「放課後
子どもクラブ」や「夏休み子ど
もクラブ」等、安心・安全な居
場所づくりを実施しています。

⃝こんな補助金があります！

⃝町の情報や移住者向けの情報を発信しています！
※詳しくは只見町ホームページをご覧いただくか、お気軽にご相談ください。

問合せ先
❶～❹、❻交流推進課観光交流係
� ☎0241-82-5240
❺総務企画課総務係
� ☎0241-82-5210

❶U・Iターン交付金 １人あたり５万円を交付。交付対象者が扶養している中学生以
下の子ども１人あたり５万円を加算。

❷新規学卒者就業交付金 １人あたり１０万円を交付。

❸移住支援交付金 移住に要した引越し費用、移住後の住居費を最大３０万円交付。

❹奨学金返還支援補助金 年度内に返還した奨学金の２分の１の額を補助。
（年間最大１８万円、最長９６か月支援）

❺U・Iターン有資格者等人材確保
推進給付金（保健師・看護師）

任期の定めのない只見町常勤職員としての採用者に
基本額１００万円を交付。（条件により加算有り。）

❻住宅取得支援事業補助金
新築住宅の取得に要した対象経費の２分の１（最大８０万円）、
中古住宅の取得に要した対象経費の２分の１（最大５０万円）
を補助。※県外からの転入者の方は、別途福島県の支援事業が
有ります。（各種要件あり）

只見町公式
移住者向けSNS
「note」

只見町公式
Instagram
ただみ暮らし

交流推進課公式
facebook

町HP
U・Iターン者
支援情報ページ


